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52. 	 巨大な後腹膜脂肪腫の 1治験例
小渋智哉，中島和彦， 	  0紅谷 周
(船橋中央病院)
症例， 71歳男子で腹部膨満および食思不振を主訴と
する。最近になり食思不振高じて，るい痩が現われ，腹
部膨隆著明に目立ち，頻尿，動停息切れが出現してきた。
右上腹部より下腹部にかけて超小児頭大の硬い腫癌を触
れる。レ線検査に，横隔膜挙上，消化管の上方および左
方圧排像，右尿管の外方偏位著明。正中切開にて腫蕩を
完全に摘出したが総腸骨動脈上部に Stiel と思われる
部がある。大きさは 32X29X18 cm，重さ 7000g，組織
学的に脂肪腫であった。硬い部分は Nekroseに陥った
部位であった。術後経過良好で愁訴は消え第 18病日全
治退院した。
追加小西義男(小西外科病院)
巨大な腹部膨満を呈した 25歳の男子で， 幼小のころ
より巨大結腸症と誤診されていたー症例の術前診断，術
中惹起しうる循環系の変動について言及した。幸い易IJ出
し得た腹部腫療の重量は 29.5 kg，病理組織学的には神
経鞘腫で S状結腸間膜より発生したものであった。 
53. 	 最近 1年間の手術統計および症例よりみた沼津
市立病院の中央病院としての機能および今後の
問題点 
0岡村隆夫，大津 鏡，原 壮
(沼津市立病院)
昭和 42年 10月より，昭和 43年 9月までの沼津市立
病院において施行した手術総数は 440例であり，中央病
院としての立場からその内容を検討して見た。
虫垂切除術が多いということは論外として，病院内外
からの紹介患者が圧倒的に多くその内容も，老人外科，
小児外科，脳外科，胸部外科，血管外科などの広範囲に
わたっているのが特長である。患者の治療にあたって，
各科の協力が重要で、あることが挙げられる。将来の問題
として，財政面から見て，福祉病院としての性格を強め
る必要がある。 
54. 	 胃愁訴を主訴とした大腸癌数例 
0前田和嘉一，尾崎梓，伊藤新次朗，中村武
(中村病院)
最近 3年聞にわれわれの経験した結腸癌は 11例，当
院における癌手術患者の 2.7%に当たるが， このうち，
初診時に確診を下すに至らなかった結腸癌 3例のほか，
直腸癌も I例経験した。
元来，結腸癌の初期症状は不定であり，症状の現われ
方もきわめて徐々であって，初期症状に最も多い腹痛，
腹部膨満感，便秘などの症状は，胃疾患にも共通する所
が多く，ややもすれば，胃のレ線検査のみで見逃される
恐れも十分ある。よってわれわれは早期診断を可能と
し，見落しを避けるため，最近次のような指針を設け 
Routineとして行なっている。
すなわち，①年令が 30歳以上の患者で，②腹痛，腹
部膨満感があり，③便秘，または下痢などの続く者全
員に対し， 0胃のレ線検査に引続き経口的に Darm追
求を行なうこと，@糞便の潜血反応，指診を行なうこ
と，のこれらにより少しでも疑わしければ，直腸鏡検
査および注腸造影を行なうこと。 
55. 	 胃壁嚢腫の 1例 
0高橋 勇，鈴木太郎
(清水厚生病院)
従来胃壁嚢腫は良性腫療のうちでもまれな疾患とさ
れ，その病理組織学的所見についての統一的な見解に乏
しい。最近偶然の機会から胃壁嚢腫の l例を経験したの
で報告する。
症例は 40歳の主婦で，昭和 43年 9月 12日偶然当院
の胃集検で幽門部の異常を指摘された。胃 X線所見は幽
門部にポリープ様の陰影欠損とその球部への移動。胃カ
メラ所見は粘膜下腫蕩を思わせる柔かな粘膜の膨隆。よ
って 10月 18日胃切除術施行。切除標本は肉眼的に幽門
部前壁に嚢腫状の軟かな半球状隆起を認め，穿刺により
援液性液 5ccを証明。組織学的には大きな嚢腫の周囲
に萎縮した胃粘膜の粘膜下固有層に多発性の胃腺より発
生したと考えられる嚢腫様の拡張を認め，粘膜筋板中に
も内腔に分泌物を有する多数の嚢腫を認めた。それら嚢
腫の内腔は 2，.3層の円柱上皮で被われていた。以上の
組織学的検索から，その発生機構において慢性胃炎が深
い関連性を有するものと思われる所見をえた。 
56. 	 デキス卜ランの胃切除におよほす影響について 
0坂田早苗，石崎省告
大和田操，篠崎良一
(宇都宮外科病院)
最近，デキストラン(以下 Dxと省略)製剤が代用血
撲，あるいは PlasmaExpander として，胃切除の際
に使用されるようになったが， Dxが末柏、血管血流改善，
血栓発生防止作用をもっているためか，胃切除後縫合部
より出血する症例が増えている。すなわち，手術当日よ
り術後 5，.6病日ころまで， ブドウ糖， リンゲ、ルなどと
